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1 はじめに

コーパスが外国語学習に役立つことは良く
知られたことであるが，それを実際に授業で
利用しようとする場合には，克服すべきバリ
アがある．そのバリアのなかで，我々が英語学
習に対してコーパスを利用したときには，次
の 2つが顕著であった．1つは，コーパス自体
のバリアであり，1つはソフトウェアのバリア
である．

コーパス自体のバリアとは，授業で利用で
きるようなコーパス自体を探すことが困難で
ある，ということである．また，ソフトウェア
のバリアとは，たとえコーパスがあっても，そ
れを利用するためのソフトウェアがない限り
は，利用ができないということである．

これら 2つのバリアを克服し，英語学習を対
象とした研究成果を，直接英語学習者まで届
けるために，「言の場（ことのば）」というウェ
ブサイトを開設した1．

本稿では，このサイトに載せている，あるい
は，載せる予定のコンテンツについて述べる．
なお，言の場自体は，英語学習に限らず，言葉
に関連する，研究・学び・実用・表現・教育の
場となることを目標としており，そのために，
誰もが自由に編集できる Wiki となっている．

2 単言語コーパスの英語学習への

利用

コーパス自体のバリアとは，授業で利用で
きるようなコーパスを探すこと自体が困難で
ある，ということである．我々は，これまで

1http://kotonoba.net/~snj/cgi-bin/wiki/

wiki.cgi?page=FrontPage 本稿執筆の時点ではドメイ
ン名は手続き中なので，kotonoba.netが利用できない
ときには，61.115.230.87 にアクセスのこと．

に，語彙学習をサポートするために，学習対
象語彙をコンパクトに網羅するような英語記
事の集合を用意し，それを授業の補助教材と
して利用した [3]．この教材の目的は，学習対
象語彙を多く含む記事を学習者に提示するこ
とにより，文脈を通して，単語を学習すること
を促すことであった．

そのときの学習語彙としては，中條ら [5][6]
により作成されたTOEIC2学習用語彙640項目
3を用いた．この語彙は，3レベルからなり，レ
ベル 1,2,3が，それぞれ，中学校，高等学校 2
年，高等学校3年の英語教科書をマスターした
学習者を対象としており，全レベルをマスター
することにより，TOEICで 700～800点程度の
得点が期待できるものである．

利用したコーパスは，The Daily Yomiuri
の 1989年から 2001年までの 300単語以下の約
25000記事である．そこから学習用語彙をカ
バーするようなコンパクトな 116記事を得た．
その記事の例を図1に示す．図1の記事の全文
では，異なり語数では 43語，延べ語数では 61
語が学習対象の語彙と共通している．それら
共通単語については，初出のものを太字，そ
れ以外を斜体で示す．

このように，学習対象語彙が密に存在する
記事集合を読むことにより，単語の意味を文
脈とともに学習できる．また，異なる記事に
何回も使われる単語を重点的に学習できる．

この教材の有効性は，本稿執筆時点では，調
査中であるが，アンケートによると，学習意
欲が元々高い学生にとっては，この教材は，学
びがいがあるようであった．特に，「TOEICの
得点が 150点以上あがり，700点を越えた」と
いう感想のように，主観的な評価において，高

2Test of English for International Communication
(http://www.toeic.or.jp/toeic/index.html)

3http://www5d.biglobe.ne.jp/˜chujo/



Streamlining to cost NTT over 1.4 tril. yen

NTT Corp’s restructuring plan, which aims
to transfer 110,000 workers to subsidiaries,
will cost the telecom giant a hefty 1.4 trillion
yen to 1.5 trillion yen, The Yomiuri Shimbun
learned Thursday.

The plan is expected to be so expensive
because of ballooning retirement and other
compensation allowances that will be paid
to about 55,000 workers.

NTT will earmark lump-sum expenses in
its fiscal 2001 account settlement ending in
March to make up for the costs of the large-
scale streamlining plan scheduled to be im-
plemented in spring.

The nation’s largest telecommunication-
s company, which originally forecast after-
tax profits of 3 billion yen for the current
fiscal year, is predicting a loss of hundreds
of billions of yen.

Under the restructuring plan, NTT will
transfer a total of 110,000 of its 210,000
workers, mostly from its two regional phone
operators–NTT East Corp. and NTT West
Corp.–to other group companies to be set up.
Among those transferred, 55,000 workers aged
51 and above will be retired and rehired at
salaries as much as 30 percent lower than
those they are currently receiving.

図 1: 記事の一部

い評価を与えた学習者もいた．

このことから，学習用語彙をカバーするコ
ンパクトな記事集合は，教材として見込みが
あると考えるが，我々は，それを更に確認する
ことを目標とした．そして，そうするために，
文献 [3]の手法により作成された教材を，我々
以外の不特定多数の人たちにも使ってもらい，
それにより評価することを考えた．

しかし，そうするためには，コーパス自体
のバリアを克服する必要がある．文献 [3]にお
いては，The Daily Yomiuriをコーパスとして
利用したが，これを不特定多数の人に利用し
てもらうことはできない．そのため，(バリア
1)編集可能でかつ再配布可能なコーパスを用
意する必要がある．

また，別の問題として，コンテンツ自体の

面白さという問題もある．語彙を学習するだ
けなら，単語の意味や用法は，10年程度では
変化しないため，10年前の新聞記事でも，語
彙の学習には問題がないはずであるが，実際
上，学習者の学習意欲を喚起するには，(バリ
ア 2)学習者の興味にあったコンテンツを利用
する必要がある．

更に，理想的には，学習者の英語習熟度レ
ベルに応じた学習が必要である．そうするた
めには，学習者の現時点でのレベル，および，
到達目標のレベルを測定し，そのギャップを埋
めるようなコーパスが必要である．それをす
るのは，困難であるが，そうするための前提
条件としては，(バリア 3)様々な難易度レベル
のコーパスが必要である．このバリアについ
ては，当面，解決するための方法はわかってい
ないが，その解決には，なるべく規模が大き
く，かつ，バリエーションも大きいコーパスを
用意することが必要である．

ただし，文献 [3]の方法では，学習対象語彙
を多く含むような記事を優先して選択するた
め，記事に使われる単語の一部は，学習語彙の
レベルに自然に適合する．しかし，その他の単
語については，学習対象語彙より難しい場合
があるが，その点については，辞書の参照が
容易にできる環境を用意することにより，対
処することが可能と考える．したがって，コー
パスの難易度レベルを学習者に適合させるこ
とは，結局，学習対象語彙の難易度を学習者に
適合させることに帰着する．この点に関して
は，文献 [3]で利用したTOEIC学習用語彙は，
日本の大学生をターゲットとし，その語彙を
増すことを目的としたものであるため，十分
に多くの学習者に適用可能なものであると考
えている．しかし，各学習者への個別化も検
討したい．

バリア 1と 2については，本稿執筆時点では，
教材自体は，まだ作成中であるが，Wikipedia
の英語版4が，再配布可能で，かつ，自由に編
集でき，かつ，コンテンツとしても面白いも
のである，との見込みを得ている．

Wikipedia は，誰でもが自由に編集できる

4http://en.wikipedia.org/



事典である．その記事数は，2005年1月7日の
時点では，約45万記事である．これらの記事
は，GNU Free Documentation License によ
り自由に編集や再配布ができる．また，その記
事は，現代の内容を取り扱っているため，新鮮
で，記事自体が面白い．そのため，Wikipedia
を利用することにより，バリア 1を克服すると
同時に，バリア 2も克服できる可能性がある．

作成される教材は，Wikipediaから，TOE-
IC学習用語彙を多く含む記事集合を抽出する
ことにより作成される．このような記事集合
は，同じ学習用語彙をカバーするようなもの
であっても，異なるものは何種類もあるので，
バラエティに富んだ教材を作ることができる．
これにより，学習者の多様性に対処できると
考える．

教材として抽出する記事については，275単
語以上の長さの記事とし，その中から，冒頭
の 150単語を抽出し，教材に採用する単位とす
る．この単位は短かいので，多少難しい単語が
あっても，辞書の参照が容易であれば，読むこ
とができるだろうし，事典の冒頭であるので，
事項全体の要約となっていることも期待でき，
更に，興味があれば，Wikipediaの該当項目を
直接読むこともできる．

したがって，学習者は，TOEIC学習用語彙
のみで十分読むことが可能な記事集合を与え
られると同時に，その範囲を越えた，実世界
における英語テキストへのアクセスもできる．

ここで，「Wikipedia を教材とするなら，直
接 Wikipediaを読めば良い」ということが言
えそうであるが，それは，できない．なぜな
ら，語彙を限らないかぎり，Wikipediaの記事
には，中学・高等学校レベルでは学習されない
語彙が多いので，やみくもに読んでも，記事
の内容が理解できる可能性は低いからである．

そのため，学習対象語彙を多く含むような，
学習者のレベルに応じた記事をWikipedia全
体から選びだし，教材として提示することが
必要である．

この教材は，その他のものと同様，言の場
で公開する予定である．

3 日英対応付けコーパスの英語学

習への利用

単言語コーパスの英語学習への利用として
は，語の用法を検索するものなどが考えられ
るが，それは，日本においては，まだあまり普
及していない．その理由の１つは，前述のよ
うに，授業で（安価もしくは無料で）利用でき
るコーパス自体が少ないことである．しかし，
たとえコーパス自体が利用可能であっても，な
んらの編集もしない場合には，その難易度が，
学習者にとって，高すぎることも，他の理由と
してある．たとえば，文献 [1]では，99種のテ
キストサンプルのうちで，1種のみが，中学・
高等学校レベルの英語をマスターした段階で
内容理解が可能なことを報告している．
そのような難易度の問題を避ける方法とし

て，日英対訳コーパスを利用する方法がある
[7]．文献 [7]では，情報通信研究機構により公
開されている「日英新聞記事対応付けデータ」
[4]を利用して，語彙の学習をしている．「日英
新聞記事対応付けデータ」は，約12年間分の
「読売新聞」とThe Daily Yomiuriとについて，
翻訳関係にあるような文の対応を付けたもの
である．語彙を学習するためには，大規模な
データでないと，学習対象語彙自体が出現し
ないため，規模の大きな対訳データが必須で
ある．
学習方法の概略は以下の通りである．まず，

注目する日本語あるいは英語の単語について，
それを当該言語のコーパスで検索する．次に，
その検索単語と顕著に共起するような相手言
語の単語を目印にして，日英の単語の用法を
調べるというものである．この方法には，以
下の利点がある．

• 学習者自らが，検索の過程において，語
の多義性に気づく．（１つの日本語が複数
の英語に対応する等）

• 辞書とは別の言語資源としてのコーパス
の有効性に気づく．

このように日英対応付けコーパスを利用す
る方法は有望であるが，以下のようなソフト



ウェア上のバリアがある．

まず，一般に，コーパスとソフトウェアとは
別個に開発されるため，当該ソフトウェアが当
該コーパスを上手く扱えるとは限らない．ま
た，計算機の初心者の場合には，ソフトウェア
を使うまでに時間がかかる．更に，ソフトウェ
アは高価な場合が多いうえに，授業だけでの
ライセンスの場合には，自習することができ
ない．また，日本語を上手く扱えないソフト
ウェアも多い．

これらソフトウェア上のバリアを除くため
には，サーバサイドで検索プログラムを実行
し，そこに，Webブラウザからアクセスする
ことが，現時点では，良い解決策である．し
たがって，言の場では，そのように運用して
いる．

2005年2月 現 在 の 検 索 ソ フ ト
ウェアは，SUFARY5をベースに作った文字列
検索システムである．インターネットに接続
できるところであれば，ユニバーサルにアク
セス可能であり，利便性は高い．今後は，これ
を使いやすいものとすることを予定している．
具体的には，前述のような使い方，すなわち，
日本語と英語の共起関係を同定することや品
詞による検索などは実装する予定である．

また，現在の検索対象は，「日英新聞記事対
応付けデータ」に，「日英対訳文対応付けデー
タ」（再配布可能な小説などのデータ）[2]を加
えたものであり，全部で，約25万件のデータ
がある．予定としては，来年度には，2002年
以降の新聞記事データも対応付けデータとし
て追加し，30万件程度にしたい．更に，もし，
検索された回数が数万件を超えるようになっ
た場合には，検索ログも公開する予定である．
検索ログの有用性は今のところ不明であるが，
それを調べることにより，皆が調べたい英語
や日本語表現が分かるのではないかと期待し
ている．

5http://nais.to/~yto/tools/sufary/

4 おわりに

研究成果をエンドユーザーに直接届けるこ
とを目標にして，言の場（ことのば）を開設し
た．このサイトには，現在のところ，限られた
言語資源しかないが，今後最低5年間ほどは運
用し，言葉に関する各種の活動の場となるこ
とを目標としている．
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